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令和４年度第３回 岡崎市公園協議会

議事要旨

日 時：令和４年９月２１日（水） 10 時 00 分～12時 00 分

場 所：岡崎市役所 西庁舎 701 室

出席者：【委員（敬称略）】

三矢 勝司（学識経験者）

籾井 泰晴（観光関係団体）

近藤 楓（イベント利用者）

平岩 幸一（地元団体）

本多 孝美（地元団体）

佐谷 繁（地元団体）

堤 智子（公園利用者）

畑 克敏（周辺出店団体）

浅井 隆（公園管理者）

【事務局】

岡崎市：都市基盤部公園緑地課

【指定管理者】

籠田公園及び岡崎市篭田公園地下駐車場指定管理者：ホーメックス株式会社

■開会（事務局）

（事務局より挨拶）

・今回の協議会を行うにあたり、協議会設置要綱第５条第２項により、出席委員が過半数に達

しているので、次第に従って進めていく。

■報告事項

（指定管理者から【１】籠田公園及び篭田公園地下駐車場指定管理業務の状況報告）

（質疑応答）なし

■協議事項

（①籠田公園利用ルールについて）

（事務局から現在の状況及び対策、地元から提案のあったタスクフォースについて説明）

（本多委員）

・音の種類も問題である。公園の近くに住む住民にとっては、今はどんな音を聞いても騒音に

聞えてしまう。そうなったのは音の質の問題。個人的な音楽の好き嫌いではない。ステージ

周りにシートを設置とあるが全面ではないのはどうか？

（佐谷委員）

・対策状況の中に変更又は自粛を要請とあるが何か？どのようなことを話したか？

（事務局）

・まず、デシベルの数値を下げる事や音楽機器の制御。スピーカーの向きや防音対策について

話をしている。

（佐谷委員）

・対策の部分のスケジュール感はどうか。

（事務局）
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・昨日 20 日に話をした方からは、音の大きさや演奏時間について対策を検討して、25 日のＫ

ＣＢＭで説明すると聞いている。それ以降の方はまだ話ができていないので未定である。

（近藤委員）

・近隣住民と情報共有はできているか。

（事務局）

・地元の方が集まる機会に共有を図っていく。

（本多委員）

・書面ではできていないので書面で分かるようにした方が良い。

（畑委員）

・この用紙には実害の事とかは記載されていない。イベント主催者に事の重大さや深刻さは伝

わっていない。あと、イベント主催者のみでなく、イベント参加者（演者など）にも深刻さ

がわかる注意チラシを配った方がいい。

（事務局）

・イベント主催者に説明するときはこの用紙は見せていないが深刻さについてはちゃんと話を

している。

（佐谷委員）

・タスクフォースが担うものは何か見えてこない。

（平岩委員）

・まずメンバーは記載の通りで 10～15 名を想定している。役割としては、近隣住民の意見を

聞き解決案のまとめや提示をしていく機関と考える。

（佐谷委員）

・それに対して責任や現場確認などの義務は生じてくるのか。

（平岩委員）

・責任や義務は生じない。あくまでも協議会や岡崎市に解決案を提示していき、住民の対応も

する。

（籾井委員）

・タスクフォースで解決していくのは、現在問題になっている騒音問題だけか。

（平岩委員）

・騒音問題もそうだが、違法駐車や喫煙問題にも切り込んでいきたいと考えている。

（事務局から【２】籠田公園利用ガイドブック更新について説明）

（平岩委員）

・９ページの（４）注意事項の全体について、通常の生活を害するような音や振動について近

隣住民の方から御意見があった場合は、といった記載にした方が良いのでは。

（事務局）

・追記します。

（佐谷委員）

・11 ページに出店支援ボックスと記載があるが、無くなるのでは。

（事務局）

・無くなる予定ではあるが、確定はしていないため今回は記載のままとなっている。

（【３】③中央緑道利用ガイドブックについて）

（事務局）

・中央緑道ガイドブックについては、令和５年３月の発行を目指している。今回提示したのは

まだ素案の段階であるが、委員の皆様の御意見をいただきたい。

（浅井委員）

・国道１号以北と以南でイベント申込み先が異なるのであれば、それが分かるように記載した

方が良いのでないか。

（畑委員）
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・ガイドブックの注意事項のところはこの記載内容では言い方が弱い。先ほども言ったが主催

者が今のこの騒音問題を強く認識していく必要があるためはっきりと強く記載する方が良い

と思う。また、中央緑道についても同様である。このままいくと同じような問題が中央緑道

でも発生してしまう。あと、Ｂ２ブロックの開催イメージに小さなコンサートや発表会と記

載があるが、そういった使用は難しいと思う。

（堤委員）

・中央緑道は風が強いので、その対策について記載をした方が良い。

（佐谷委員）

・中央緑道整備時に地元と協議した議事録を基に問題点を盛り込んだ方が良い。

（事務局）

・中央緑道ガイドブックはまだ素案の段階なので、委員の皆様に御意見をいただきしっかりと

作りこみをしていきたいと思っているのでご協力をお願いしたい。

■閉会

（事務局より挨拶）

以上


